
老齢厚生年金、老齢基礎年金、年金払い退職給付の繰下げに関する一般事項

 老齢基礎年金 老齢厚生年金 年金払い退職給付

・66歳後～75歳到達前 ・66歳 ～ 75歳到達前 ・65歳後～75歳到達前 （組合員である間は請求不可） 

・１月単位で繰下げ可能 ・75歳（10年経過）後の申出は、75歳到達日の ・１月単位で繰下げ可能 （待機１年条件なし） 

・75歳到達以後は、繰下げ申出ができない 　申出とみなす ・75歳到達以後は、繰下げ申出ができない 

・１月単位で繰下げ可能

増額率…１月あたり0.7％ 増額率…１月あたり0.7％ 終身退職年金の額

・振替加算は増額されない ・在職支給停止後の支給率に増額率を乗じる ・利息が付される期間が長くなる分、給付算定基礎額が増額 

・加給年金額は繰下げ待機中は支給されず、 有期退職年金の額

　繰下げによる増額もなし ・利息が付される期間が長くなる分、給付算定基礎額が増額 

老齢厚生年金とは別個に繰下げ可能 老齢基礎年金とは別個に繰下げ可能 老齢基礎年金、老齢厚生年金とは別個に繰下げ可能

※他の老厚年（民間企業等勤務時の厚生年金、公 ※有期退職年金（一時金）と終身退職年金は同時に繰下げ 

　務員共済年金、私学共済年金）は同時に繰下げ

・年金額が増額 ・年金額が増額 ・終身退職年金の年金額が増額 

・長命であれば、繰下げしなかった場合より ・長命であれば、繰下げしなかった場合より受給 ・長命であれば、繰下げしなかった場合より終身退職年金の

　受給総額が増加 　総額が増加 　受給総額が増加 

・受給開始が遅くなる ・受給開始が遅くなる ・受給開始が遅くなる 

・短命であると、繰下げしなかった場合より受給 ・加給年金額が加算できる者が繰下げを行う場合 ・短命であると、繰下げしなかった場合より終身退職年金の

　総額が減少 　受給総額が逆転する年齢が上がる 　受給総額が減少 

・短命であると、繰下げしなかった場合より受給

　総額が減少

・障害、遺族給付発生後は繰下げ不可 ・特別支給の厚生年金は繰下げ不可

・繰下げ請求前なら65歳に遡及して請求可能 ・障害、遺族給付発生後は繰下げ不可

・繰下げ請求前なら、65歳に遡及して請求可能

・65歳請求後に受給を中断して繰下げへの変更

　は不可

・在職中もしくは厚生年金保険の被保険者等で

　あることによる年金の停止などで支給停止され

　る年金額は、繰下げ加算の対象にならない。

・繰下げによる加算額は、転給後の遺族給付

　には反映しない

老齢基礎年金、共済組合以外の老齢厚生年金についての詳細は、年金機構やお近くの年金事務所等にお問い合わせください。
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